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第１ 地域概要 

地理的条件 長門市は、山口県の西北端に位置している。油谷宇津賀地域はその北西部に位置し、北側は日本海に、また南側は油谷湾に面している。

標高は最高部が３００メートル程度で、海に囲まれていることからも概して温暖な気候であり、降雪はほとんど見られない。日本海側に

は、天然の良港である津黄漁港（東津黄・西津黄）、立石漁港（東立石・西立石）があり、その後背地である上津黄、東後畑、大畠、青

村、小田、また、脊梁となる山地を挟んだ油谷湾側の赤屋、木吹、大川尻などの農業集落が散在する。当地域は、多くの地すべり地帯を

抱え、指定区域も多い中、棚田状の水田での米作や、長州ながと和牛などの畜産業が行われている。こうした地形を示すなかで、ひとた

び災害が起こった場合、集落が孤立する可能性も大きく、高齢化率と相まって、対応が求められている。 

自然的資源 津黄、立石の天然の良港が存在することはもちろん、津黄地区には玄武岩の海食地形から海水が吹きあがる国指定天然記念物の「龍宮

の潮吹」が、また、後畑地区の立石には夫婦岩として全国でも有数の大きさを誇る「立石観音」や、角山地区には県指定の天然記念物で

ある「日吉神社のオガタマの木巨樹群」などの名勝がある。 

また、脊梁となる山地、丘陵を挟み、日本海側、油谷湾側には棚田が広がり、国の棚田百選に選ばれた「東後畑棚田」やその水利とな

る同じくため池百選に選ばれた「深田ため池」など、斜面にひろがる田園景観も美しい。 

初夏から中秋にかけては、こうした棚田の風景といかつり船が織りなす漁火が、夕暮れから夜の幻想的な景色を創り上げる。併せて、

油谷湾内は波も穏やかで、車えびの養殖もおこなわれており、かつ、シーカヤックの隠れた名所でもある。 

地域の高台には、妙見山が位置し、公園化されている展望台付近からは、日本海や油谷湾、遠くには角島が展望でき、近年、設置され

た風力発電の風車と相まって、見事な景観を呈している。 

文化的資源 当地域には、津黄地区に島根県津和野町の太鼓谷稲成神社から分霊された元乃隅稲成神社があり、近年の報道により観光客も増加し、

都市農山漁村交流を拡大可能な資源があふれている。また、前述のとおり、農耕文化の資源としての棚田景観が、転石を積み上げた石垣

や水路など美しい風景を創り上げているところで、農業体験による民泊を進めることにも適した環境を備える。 

津黄集落や立石集落では、古くから海士漁が行われている。また、油谷湾は古くは日露戦争時の日本海海戦において連合艦隊が出撃し

た場所であり、また、戦艦長門が寄港したことでも知られている。 

第２ 地域の現状 

油谷宇津賀地域は、山口県の西北端に位置し、１２集落（自治会）により構成され、人口約 750 人余りのうち 65 歳以上は約 400 人強で高齢化率 57.2

％となっている。棚田で作られる米をはじめとした農業や、長州ながと和牛などの畜産業、日本海の豊富な水産資源を背景とした漁業が中心の一次産業

が主要産業となっている。 

近年、少子化や若年層の都市部への流出等による人口減少に伴い、地区内には小中学校、保育園・幼稚園も無い状況で地域全体の活気が低下している。

また、過疎化に伴う生活圏内の商店等の減少や、公共交通機関の減便や撤退により、生活における利便性が低下し、幸福感や達成感、何かをしようとい

う意欲の減退に拍車をかけている。 

更に、担い手の不足や消失世帯が増えていくなかで、耕作放棄地が増加し、ふるさとへの帰郷の思いや愛着、誇りが薄れるとともに、代々受け継がれ

てきた地域における伝統的な文化も廃頽していくことで、ますます、人口減少が加速し、本来あるべき生産力や地域力、集落機能が更に低下するという

負のスパイラル現象が起きている。 



第３ 地域づくりの方向性 

今後、油谷宇津賀地域は高齢者独居者数が年々累増し、並行して交通弱者や買い物弱者も増加することが予想されるなか、これまで、詳細な住民意識

調査は行われて来なかった。このため「自分たちの地域は自分たちで守り、創っていく」こと、また、「安心して、安全に暮らせる地域」を目指す上で、

地域自治と協働によるまちづくりを少ない経費で効果的に進める観点から、平成 25 年の当協議会設立以来、学域連携を市からの助言と国、県の財源支援

により下関市立大学や山口県立大学、久留米大学と行い、12集落それぞれや、地域内活動団体でのワークショップ、18歳以上の全住民を対象としたアン

ケート調査をはじめ、宇津賀のブランディング活動などを行ってきた。こうした調査により、地域内産業振興活動や地域福祉活動はもとより、デザイン

の試験販売等によるモニタリング・マーケティングを通した活動自立のためのコミュニティビジネスへの取り組みを地域活動団体との連携により実施し

ていくこととする。過疎化が著しく、地域全体が高い高齢化率を示していることから、今後も市内外の高校や大学との連携による様々な活動の組み立て

を行い、その効果を検証することで、本計画の増強と補完を目指す。 

その中でも、協議会やＮＰＯ、参画する様々な団体と地域住民の共助による活動のみでは達成し得ない目標については行政協力も仰ぎながら、地域資

源を活用し、以下に掲げる短期（今後 3年間）、中期（今後 5年間）、長期（今後 10 年間）の地域課題解決にむけてのステップを実行していく。 

当地域が目指す方針は以下のとおりとする。 

≪方針１≫  地域住民の生活課題把握 

≪方針２≫  地域の情報の共有と積極的な発信 

≪方針３≫  地域内外の交流促進と人口減少の歯止めへの取り組み（Ｉターン受入体制の強化） 

≪方針４≫  地域福祉の推進、安心・安全な生活環境の整備 

≪方針５≫  地域産業振興（域内経済循環の促進）と組織の自立に向けたコミュニティビジネスの推進 

≪方針６≫  平成 31年度の全国棚田サミットの開催に向けた取り組みとそのレガシーによる活動構築 

第４ 地域づくりの課題と目標 

計画期間：平成 29年度～平成 38年度 

【課題】 

現状として、人口減少、高齢少子化、地域内生産力の低下などマイナス課題が多い。しかし、近年、元乃隅稲成神社への観光客の増、宇津賀ならでは

の豊かな自然に魅せられたＵＩターン者の存在などプラス要因もみられるなかで、こうした動向を地域への経済効果に結び付けた取り組みが望まれてい

る。こうした取り組みを造成し加速させることが、本地域での課題のひとつである。また、現在、居住する高齢者が、いかに健康を維持したまま、宇津

賀に住み続けられるかを考え、活動していくことは、既に高齢化率が５０％を超えている当地域において、特に重要な課題である。このため、これまで

の協議会やＮＰＯにおける活動を更に強化し、高齢者の閉じこもり防止や交通弱者等高齢化社会に対応した体制整備を図る。また、今後増え続けること

が想定される離農者に対応するための宇津賀地域に特化した「農業体験交流型」プログラムの開発、地域資源を活用した観光交流人口の増加を目指す。

加えて、特産品開発と効果的販売に寄与する事業を展開し、宇津賀ブランドの構築を促進する。そのための、地域内人材育成プログラムの作成も、大き

な課題である。 

併せて、現在、元乃隅稲成神社のみに集中する観光客の動態を、如何に地域内全域に波及させるかが課題となる。アンケートでは、観光客の誘致につ

いて 1 割のみが必要とし、逆に都市農村交流推進は 7 割が必要との回答があり、その波及のあり方については慎重に検討することが重要である。 



【目標】 

 集落でのワークショップや、住民アンケート結果を基に、6つの方針に従い、以下のとおりの目標を定める。 

 ≪目標１≫  高齢者等が健康で安全に住み続けられる地域の造成 

 ≪目標２≫  産業振興による活力ある地域の造成 

 ≪目標３≫  若者の声が聞こえる地域の造成 

 ≪目標４≫  自然環境を将来に引き継げる地域の造成 

 ≪目標５≫  農業遺産、漁業遺産を後世に残し、文化を継承する地域の造成 

 ≪目標６≫  自立した活動を継続できる地域の造成 

【今後の活動方向】 

 地域づくりの目標を達成するため、集落ワークショップや住民アンケートを活用した本計画を、協議会とＮＰＯの双方で連携しながら、構成団体の参

画により実行する。情報発信及び意識啓発を積極的に行い、地域資源を守りながら、新たな住民・団体のネットワークの構築や新産業・特産品の創出を

図り、宇津賀地域の活性化に寄与するため、次の事業を行う。 

① 環境 共生の森づくり事業（妙見山付近の植樹と保全活動）、海岸清掃事業（津黄・立石漁港周辺の清掃活動、赤屋・大川尻の海浜清掃） 

社会資本整備事業（旧文洋小学校グラウンド整備等） 

② 福祉 高齢者対策事業（高齢者サロンの開催、交通手段の確保、買い物の場の確保、高齢者の就労の場の確保、高齢者の見守り活動） 

③ 教育 自然・環境・食農教育事業 

④ 防災 災害時要援護者見守りネットワーク推進事業 

⑤ 観光 地域資源マップ作成、都市農山漁村交流事業（資源活用イベント開発、農業体験、中期宿泊型体験）、棚田景観ＰＲ等事業、 

トレイルコース開発 

⑥ 産業 宇津賀ふるさとまつり開催事業、耕作放棄地復田事業、新たな農産物の生産拡大と地域産品販売事業、農林水産物ブランド化事業 

      区域内環境保全事業、長州ながと和牛発信事業、新規就農者の確保 

⑦ 文化 農業・漁業文化発信事業 

⑧ 総務 住民アンケート等（将来動態・意向調査）の実施、地域協働・まちづくり講演会の開催、地域内外への情報発信、先進地団体との意見交換 

【期待される効果】 

少子化・高齢化社会に対応した事業、宇津賀地域の自然・農作物・文化を生かしたツーリズム事業などの魅力あるふるさとづくりを展開することで、

人口減少を少しでも食い止める。さらに、交流人口が増加すれば、雇用の創設や、地場産品の販路拡大につながり、経済効果が期待できる。 

そして何よりも、住んでいる自分達が誇りを持って住み続けられる地域とし、かつ、魅力ある宇津賀地域を内外に発信することで、住民が元気になり、

地域活性化の一助となる。また、自分達の住んでいる地域の将来を自分達で考えていくことで、地域に愛着を感じ、地域コミュニティの育成に結びつけ

ていくことが可能となる。 

 



第５ 事業計画 総括表  ※活動内容中のかぎ括弧内の団体については、宇津賀地区まちづくり協議会の構成団体または会員で構成される団体 

区  分 活動事項 
活 動 内 容 実    施 

スケジュール  現在の活動状況 

１．環境 

 

◎共生の森づくり事業 ・妙見山展望公園周辺の植樹活動 

 

 

・植栽地の下刈り等保全活動 

 

 

・植栽地のクヌギ、コナラを使った小中学校との連携

による校外教育 

実施中 

 （まちづくり協議会） 

 （市内ＮＰＯ法人） 

実施中 

 （まちづくり協議会） 

 （市内ＮＰＯ法人） 

未実施 

 （棚田景観保存会） 

29 年度～（短期目標） 

 

 

29 年度～（短期目標） 

 

 

32 年度～（中期目標） 

 

◎海岸清掃事業 

 

 

・津黄、立石での漁港周辺清掃活動 

 

・赤屋、大川尻での海浜清掃活動 

 

・油谷湾海浜清掃とシーカヤックやサップを使った自

然体験ツアー実施 

実施中 

 （まちづくり協議会） 

未実施 

 （まちづくり協議会） 

未実施 

 （まちづくり協議会） 

 （棚田景観保存会） 

29 年度～（短期目標） 

 

32 年度～（中期目標） 

 

35 年度～（長期目標） 

 

◎社会資本整備事業 ・事業者等の協力による旧文洋小学校グラウンド整備 

 

・事業者等の協力による元乃隅稲成神社周辺駐車場整

備 

・都市農山漁村総合交流促進施設の備品等整備 

  ※「津黄地域活性化協議会（仮称）」が市から受

託して使用する施設内の備品等整備 

・旧ＪＡ加工所施設周辺外構整備 

  ※「うつか工房」がＪＡから受託して使用する施

設の周辺整備 

・生活道の草刈など環境整備隊の編成 

  ※高齢化による集落機能低下の補完 

実施中 

 （まちづくり協議会） 

実施済 

 （まちづくり協議会） 

未実施 

 （まちづくり協議会） 

 

未実施 

 （まちづくり協議会） 

 

未実施 

 （まちづくり協議会） 

29 年度～（短期目標） 

 

～29 年度 

 

30 年度～（短期目標） 

 

 

32 年度～（中期目標） 

 

 

35 年度～（長期目標） 



区  分 活動事項 
活 動 内 容 実    施 

スケジュール  現在の活動状況 

２．福祉 ◎高齢者対策事業 ・高齢者サロン（全域実施） 

  ※角山地区で実施の高齢者サロン活動を、津黄後

畑地区でも実施し、健康寿命延伸を図る 

・高齢者サロン（送迎の実施） 

  ※「角山山坂見守り隊」等の協力を得た 2 箇所で

のサロン会の送迎手段の確保 

・買い物の場の確保 

  ※ＪＡ宇津賀支所の撤退を期に、ＪＡと協議。Ｊ

ＡによりＹショップを開設。ＪＡ運営により、

地域産品も販売可能な店舗として活用されて

いる 

・高齢者の見守り活動① 

  ※宇津賀郵便局が協議会会員となることで営業

業務時等の高齢者見守り活動を展開 

・高齢者の見守り活動② 

  ※協議会での上水道検針業務請負を検討し、高齢

者の声かけと併せた取り組みを進める 

・高齢者の就労の場の確保 

  ※健康寿命の延伸と、地域内経済循環を狙い、都

市農山漁村総合交流促進施設等でのシニアの

就労を実現する 

・交通手段の確保 

  ※現行の公共交通網を補完する高齢者移動方法

を検討し、「角山山坂見守り隊」等との協力に

より、地域拠点までの移動や、通院手段を確保 

実施中 

 （まちづくり協議会） 

 

未実施 

 （まちづくり協議会） 

 

実施中 

 （まちづくり協議会） 

 

 

 

実施中 

 （まちづくり協議会） 

 

未実施 

 （まちづくり協議会） 

 

未実施 

 （まちづくり協議会） 

 

 

実施中 

 （まちづくり協議会） 

29 年度～（短期目標） 

 

 

32 年度～（中期目標） 

 

 

 

29 年度～（短期目標） 

 

 

 

29 年度～（短期目標） 

 

 

32 年度～（中期目標） 

 

 

32 年度～（中期目標） 

 

 

 

29 年度～（短期目標） 

 

 



区  分 活動事項 
活 動 内 容 実    施 

スケジュール  現在の活動状況 

３．教育 ◎自然・環境・食農教育

事業 

・夏休み宿題お助けツアーの実施 

  ※市内小中学生は勿論、帰省した子ども達も対象

とし、旧文洋小学校での自然物を活用した工作

教室等を実施 

・油谷地区内保育園を対象としたいも掘り体験受入 

 

・植栽地のクヌギ、コナラを使った小中学校との連携

による校外教育【再掲】 

・市外の子どもなどを対象とした四季折々の体験交流

教室の実施 

 

実施中 

 （棚田景観保存会） 

 

 

実施中 

 （棚田景観保存会） 

未実施 

 （棚田景観保存会） 

未実施 

 （棚田景観保存会） 

 

29 年度～（短期目標） 

 

 

 

29 年度～（短期目標） 

 

32 年度～（中期目標） 

 

35 年度～（長期目標） 

 

４．防災 ◎災害時要援護者見守り

ネットワーク推進事業 

・災害時の共助体制構築のための支えあいマップづく

りと、地すべり想定の避難訓練実施 

  ※「角山山坂見守り隊」が角山地区でモデル地区

指定を受け実施 

・地域全体での支えあいマップ作成 

 

・地域全体での共助体制確立に向けた避難訓練実施 

実施中 

 （まちづくり協議会） 

 

 

未実施 

 （まちづくり協議会） 

未実施 

 （まちづくり協議会） 

 

29 年度～（短期目標） 

 

 

 

32 年度～（中期目標） 

 

35 年度～（長期目標） 

 

 

 



区  分 活動事項 
活 動 内 容 実    施 

スケジュール  現在の活動状況 

５．観光 ◎地域資源マップ作成 ・下関市立大学との学域連携でのフィールドワーク等

による成果品として、地域資源マップを作成 

・地域内ワークショップによる地域資源マップの作成 

 

 

・トレイルコース開発にあわせた案内板の設置 

  ※インバウンド対応とする 

実施済 

 （まちづくり協議会） 

未実施 

 （まちづくり協議会） 

 （棚田景観保存会） 

未実施 

 （棚田景観保存会） 

 

 

30 年度～（短期目標） 

 

 

 

35 年度～（長期目標） 

◎都市農山漁村交流事業 ・都市住民との交流や地域づくりの活動拠点整備 

 

 

・自然景観や地域資源を活用したイベントの企画① 

  ※妙見山展望公園を活用したイベントの実施 

・自然景観や地域資源を活用したイベントの企画② 

  ※棚田を活用したイベントの実施 

 

・自然景観や地域資源を活用したイベントの企画③ 

  ※龍宮の潮吹、元乃隅稲成神社でのイベント 

・自然景観や地域資源を活用したイベントの企画④ 

  ※立石観音を活用したイベントの実施 

・耕作放棄地を活用した体験型農園づくり 

 

・体験型農園を活用した農業体験ツアーの実施 

  ※学域連携による学生の農業体験活動を先行実

施 

・農泊拡大のための受入組織体制の確立 

 

実施中 

 （まちづくり協議会） 

 （棚田景観保存会） 

実施中 

 （まちづくり協議会） 

実施中 

 （まちづくり協議会） 

 （棚田景観保存会） 

未実施 

 （まちづくり協議会） 

未実施 

 （まちづくり協議会） 

実施中 

 （棚田景観保存会） 

未実施 

 （棚田景観保存会） 

 

未実施 

 （棚田景観保存会） 

29 年度～（短期目標） 

 

 

29 年度～（短期目標） 

 

29 年度～（短期目標） 

 

 

30 年度～（短期目標） 

 

35 年度～（長期目標） 

 

29 年度～（短期目標） 

 

32 年度～（中期目標） 

 

 

32 年度～（中期目標） 

 

  



区  分 活動事項 
活 動 内 容 実    施 

スケジュール  現在の活動状況 

５．観光 ◎棚田景観等ＰＲ事業 ・宇津賀フォトコンテストの実施 

 

・棚田耕作放棄地へのレンゲ、菜の花の植え付け 

 

 

実施中 

 （まちづくり協議会） 

実施中 

 （まちづくり協議会） 

 （棚田景観保存会） 

29 年度～（短期目標） 

 

29 年度～（短期目標） 

◎トレイルコース開発 ・トレッキングやサイクリング、ノルディックウォー

キングのコース開発を行う 

  ※県や市、他団体が実施の「ながとブルーオーシ

ャンライド」、「ＪＡＬ向津具ダブルマラソン」

などのコースを参考に開発する 

・開発したコースを活用し、域外団体との連携による

シーカヤックやマウンテンバイクを活用したエコ

ツーリズム型観光の取組 

未実施 

 （棚田景観保存会） 

 

 

 

未実施 

 （棚田景観保存会） 

 

30 年度～（短期目標） 

 

 

 

 

35 年度～（長期目標） 

 

 



区  分 活動事項 
活 動 内 容 実    施 

スケジュール  現在の活動状況 

６．産業 ◎宇津賀ふるさとまつり

開催事業 

・地域産業振興と内外交流を目的としたイベント実施 

 

・帰省者を対象とした産業振興夏季イベントの開発 

  ※Ｕターン促進と関係人口増をも狙う 

実施中 

 （まちづくり協議会） 

未実施 

 （まちづくり協議会） 

29 年度～（短期目標） 

 

 

35 年度～（長期目標） 

◎耕作放棄地復田事業 ・棚田耕作放棄地へのレンゲ、菜の花の植え付け【再

掲】 

 

・耕作放棄地復田にむけた家畜活用手法の検討 

 

・家畜活用による耕作放棄地復田 

 

 

実施中 

 （まちづくり協議会） 

 （棚田景観保存会） 

実施中 

 （まちづくり協議会） 

未実施 

 （まちづくり協議会） 

 （棚田景観保存会） 

29 年度～（短期目標） 

 

 

29 年度～（短期目標） 

 

32 年度～（中期目標） 

◎新たな農作物の生産拡

大 

・高齢者でも可能な、負担の少ない農産物の検討 

 

・負担の少ない農産物の生産と加工品開発 

 

・自然栽培米などオーガニックの取組にむけての学習

機会創造 

・自然栽培米実証実験への協力 

  ※「東後畑営農組合」が中核となって実施する実

証実験への協力 

・自然栽培米作付面積の拡大 

 

 

・減農薬、無農薬による野菜や果実の生産、出荷 

実施中 

 （まちづくり協議会） 

未実施 

 （まちづくり協議会） 

実施済 

 （まちづくり協議会） 

実施中 

 （まちづくり協議会） 

 （棚田景観保存会） 

未実施 

 （まちづくり協議会） 

 （棚田景観保存会） 

未実施 

 （まちづくり協議会） 

 （棚田景観保存会） 

29 年度～（短期目標） 

 

32 年度～（中期目標） 

 

 

 

29 年度～（短期目標） 

 

 

30 年度～（短期目標） 

 

 

32 年度～（中期目標） 

 



区  分 活動事項 
活 動 内 容 実    施 

スケジュール  現在の活動状況 

６．産業 ◎地域産品販売事業 ・竹炭や竹酢液の生産技術習得 

 

・竹炭や竹酢液の販売トライアル 

 

・竹炭や竹酢液の生産組織設立と販売 

  ※「宇津賀地区竹炭生産グループ」の設立と販売

開始 

・ＪＡ施設の管理受託を受けての惣菜や菓子の生産グ

ループの立ち上げ 

  ※地区内女性による「うつか工房」の設立 

・惣菜や菓子類の製造と販売 

  ※「うつか工房」による弁当や和菓子のＪＡから

の受託施設での製造と、旧文洋小学校付近に仮

設テントを設けての販売（一部はＹショップで

も販売） 

・地域で産出するゼオライトを用いた浄水パックの製

品化 

・その他、新規農産物や減農薬、無農薬産品を含めた

地域資源を活用した商品開発 

 

・加工品の都市農山漁村総合交流促進施設での販売 

  ※「津黄地域活性化協議会（仮称）」が販売 

実施済 

 （まちづくり協議会） 

実施済 

 （まちづくり協議会） 

実施中 

 （まちづくり協議会） 

 

実施済 

 （まちづくり協議会） 

 

実施中 

 （まちづくり協議会） 

 

 

 

実施中 

 （まちづくり協議会） 

未実施 

 （まちづくり協議会） 

 （棚田景観保存会） 

未実施 

 （まちづくり協議会） 

 

 

 

 

29 年度～（短期目標） 

 

 

 

 

 

29 年度～（短期目標） 

 

 

 

 

29 年度～（短期目標） 

 

32 年度～（中期目標） 

 

 

30 年度～（短期目標） 

◎農林水産物ブランド化

事業 

・山口県立大学との学域連携活動による統一されたパ

ッケージデザイン開発とブランド化による発信 

実施中 

 （まちづくり協議会） 

29 年度～（短期目標） 

 

 



区  分 活動事項 
活 動 内 容 実    施 

スケジュール  現在の活動状況 

６．産業 ◎区域内環境保全事業 ・土地無償貸与契約による管理田の保全 

  ※転出者等から圃場を借り受けＮＰＯで管理 

実施中 

 （棚田景観保全会） 

29 年度～（短期目標） 

 

◎長州ながと和牛発信事

業 

・長州ながと和牛のブランド化に向け、生産者と連携

した地域内外発信を行う 

・長州ながと和牛生産現場ツアーの実施 

実施中 

 （まちづくり協議会） 

未実施 

 （まちづくり協議会） 

29 年度～（短期目標） 

 

35 年度～（長期目標） 

◎新規就農者の確保 ・都市農山漁村交流事業を通じた関係人口を発展さ

せ、耕作放棄地の復田等で得た圃場を貸与して、新

規就農予定者を確保する 

・新規就農予定者の技術伝達プログラムの開発 

 

・新規就農者の所得確保のための当該者スキルを活用

したセミナーなどの実施 

未実施 

 （まちづくり協議会） 

 （棚田景観保存会） 

未実施 

 （棚田景観保存会） 

未実施 

 （棚田景観保存会） 

 

32 年度～（中期目標） 

 

 

32 年度～（中期目標） 

 

35 年度～（長期目標） 

 

 

 



区  分 活動事項 
活 動 内 容 実    施 

スケジュール  現在の活動状況 

７．文化 ◎農業・漁業文化発信事

業 

・しめ縄づくりや草履づくり、石垣積み等、地域の高

齢者を講師とした農業、漁業文化継承のための講座

の開講 

 

実施中 

 （棚田景観保全会） 

29 年度～（短期目標） 

 

８．その他 ◎住民アンケート等の実

施 

・下関市立大学と連携した集落ワークショップの実施 

  ※宇津賀地域 12 集落での住民ワークショプ開催 

 

・下関市立大学と連携した住民アンケートの実施 

  ※18 歳以上の全住民を対象としたアンケート 

   756 名中、391 名から回答を得る 

 

・学域連携による随時のアンケート調査実施 

実施済 

 （まちづくり協議会） 

 

実施済 

 （まちづくり協議会） 

 

 

未実施 

 （まちづくり協議会） 

（26 年度） 

 

 

（27 年度） 

 

 

 

30 年度～（短期目標） 

◎地域協働・まちづくり

講演会の実施 

・地域自治、協働によるまちづくり推進のための意識

醸成を目指し、講演会を開催 

実施中 

 （まちづくり協議会） 

29 年度～（短期目標） 

◎地域内外への情報の発

信 

・地域活動意識高揚のための山口県立大学と連携した

協議会ロゴデザイン作成 

・宇津賀地区まちづくり協議会会報の発行 

 

・地域紹介ＤＶＤの作成 

  ※動画サイトでの配信 

・ＳＮＳによる地域発信 

 

・宇津賀地域サポーター登録制度の実施 

実施済 

 （まちづくり協議会） 

実施中 

 （まちづくり協議会） 

実施済 

 （まちづくり協議会） 

実施中 

 （まちづくり協議会） 

未実施 

 （まちづくり協議会） 

 

 

29 年度～（短期目標） 

 

 

 

29 年度～（短期目標） 

 

32 年度～（中期目標） 

 





第６ 地区の組織体制 

（１）地域協議会の概要 

地域協議会の名称 代表者氏名 事務局所在地 

宇津賀地区まちづくり協議会 会長 垰 村   浩 山口県長門市油谷後畑１７６３番地 

設立年月日 
主な活動内容  

会員数 

 主な活動地域 

平成２５年 ８月２５日 

まちづくりに対する意識の向上と積極的な活動を行い、住民

相互の連帯と協働により、宇津賀地区の振興、発展及び活性

化に寄与する事業を実施している。 

長門市油谷宇津賀 

人 

 

７４６ 

 

地域協議会の名称 代表者氏名 事務局所在地 

特定非営利活動法人 ゆや棚田景観保存会 理事長 村 岡 富士夫 山口県長門市油谷津黄９８１番地４ 

設立年月日 
主な活動内容  

会員数 

 主な活動地域 

平成１８年 ８月 １日 

①ひとづくり、②営農基盤の強化、③地域資源のブランド化、④

地域内外の交流推進、⑤活動資金の確保、⑥情報の発信と収集、

からなる「棚田憲章」を策定し、（１）情報発信・収集プロジェ

クト、（２）交流推進プロジェクト、（３）地域ブランド化プロ

ジェクトに、正会員３７名（※賛助会員１７名）を振り当て、多

様な地域資源を活用したイベント開催による都市農村間交流、棚

田や山林保全活動を通じた中山間地域の役割の意識醸成や継承、

廃校となった旧文洋小学校や空き家を活用しての地域拠点づく

りなどの活動を進める。 

長門市油谷宇津賀 

人 

 

５４ 

 
 
 



第７ 資料 

（１）地域の位置 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）地域の面積 

 

  １２．８㎢  内経営耕地面積 １．６８㎢ 

 

 

 



（３）地域の人口（平成 29 年 11 月 1 日現在） 
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合

計  

６

５  

以

上  

高 齢

化率  

世

帯

数  

上津黄  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 2 3 4 1 2  2  1  0 0 20 13 65.00  12  

東津黄  0 0 0 2 2  1  3  1 1 2 3 9 8  8 6  6  10 7  1 1 0 71  39 54.90  32  

西津黄  0 0 1 0 0 0 2 1 0 5  5  3 6  16  8 10  5  4 3 0 0 69  46  66.70  39 

東後畑  1 0 0 1 0 5  3  2 2 0 1 1  16  12  7  4 5  5  2  2  0 69  37 53.60  35 

東立石  0 1  2  1 3 3 0  4  2 2 1  3  9  14 9  7  10  9  3  1  0 84 53 63.10  39 

西立石  0 0 1 2 1 1 2  2 1  4  4 3  12  10 11  14  6 8  5  0 0  87  54  62.10  47  

大畠  1 1 0  0  1  0 0  5  1  0 1  5 4  9  5  4  4  4  1 0 0 46  27  58.70  25 

青村  0 0 3 0  0 1 0 1  3  0 0 7  8  4  10  5  6  2 1 0 0 51  28 54.90  23 

小田  0 0 1 1 0 1 0 0 1 3 0 1  3  7  8 4 4  0 2  0 0 36  25 69.40  22  

赤屋  3 1 1 0 0  1  2  3 2 3  5 7 10  8 4  5  7  1  3  2  0 68  30  44.10  30  

木吹  0  3  3 0 1  0 3  3 2  3 2  3 4  6 8  8  7  5  1 0 0 62  35  56.50  28  

大川尻  0  2 2  1  0 4  3  3 6  3 2  8  9 14  10 4  5  5 1 1 0 83  40  48.20  40  

計  5  9  14  8  8  17  18  25  21  25  25 53  91  111  90  72  71  52  24  7  0  746  427  57.20  372  

 

 

 

 

 

 

 


